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２面　新介護報酬検討会
４面　定期総会・記念講演
6面　酒蔵見学会
７面　医療・福祉のエキスパート訪問
8面　中医協最新ニュース
9面　複眼的に思索する読書教室

そ
の
組
織
の
活
動

目
的
は
何
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
活
動
の
結

果
を
ど
う
評
価
し
、

学
習
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
次
の
目
標

の
設
定
に
生
か
し
て
い
っ
た
の

だ
ろ
う
。

不
確
実
性
が
高
ま
っ
た
現
代

で
は
、
自
己
否
定
も
可
能
な
、

自
己
革
新
的
な
組
織
が
求
め
ら

れ
る
、
と
の
言
葉
は
、
学
生
時

代
に
読
ん
だ
『
失
敗
の
本
質
』

だ
っ
た
。
研
究
対
象
と
な
っ
た

組
織
が
、
先
の
戦
争
で
の
日
本

軍
だ
っ
た
の
で
、
忌
避
さ
れ
た

方
も
多
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
出
版
か
ら
三
十
年
が
た
っ

た
が
、
三
・
一
一
で
の
政
府
や

東
電
の
対
応
に
、
今
日
的
に
も

全
く
色
あ
せ
ず
、
そ
の
必
要
性

を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
、
最
近
、
香
林

坊
の
デ
パ
ー
ト
の
書
籍
売
り
場

で
、
文
庫
本
と
な
っ
て
平
積
み

に
な
っ
て
い
る
の
を
見
つ

け
た
。

過
去
の
成
功
体
験
に
縛
ら
れ

た
、
あ
い
ま
い
な
作
戦
目
的
と

目
的
合
理
性
を
欠
い
た
戦
略
と

組
織
。
起
こ
る
べ
く
し
て
起
き

て
し
ま
っ
た
同
様
の
事
案
は
そ

の
後
も
続
き
、
常
に
新
聞
紙
上

を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
。
先
日
は

テ
レ
ビ
で
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
で
も
あ
る
理
研
の
理
事
長

が
、
引
責
辞
任
で
は
な
い
と
強

弁
す
る
姿
に
、
負
け
戦
の
司
令

官
を
重
ね
て
し
ま
っ
た
の
だ

が
、
怒
り
で
は
な
く
哀
れ
み
を

感
じ
た
。

腹
腔
鏡
の
群
馬
大
の
場
合
は

ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ

を
他
山
の
石
と
す
る
に
は
あ
ま

り
に
重
く
、
そ
し
て
何
と
も
切

な
い
。

第 41 回 定 期 総 会

理事　濱田　久（かほく市・歯科）

活動方針・予算案などすべて承認され
2015年度がスタート

北
陸
新
幹
線
も
開
業
し
、
桜

の
開
花
も
間
近
と
な
っ
た
三
月

二
十
九
日（
日
）、
第
四
十
一
回

定
期
総
会
が
ホ
テ
ル
金
沢
に
て

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
二
〇
一
四
年
度
に

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
七
人

の
先
生
方
に
対
し
黙
祷
が
捧
げ

ら
れ
た
後
、
あ
い
さ
つ
に
立
た

れ
た
西
田
直
巳
会
長
は
、
平
和

を
希
求
し
、
社
会
保
障
の
充
実

と
保
険
医
の
生
活
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
を
表
明

し
、
診
療
水
準
向

上
を
含
む
五
つ
の

企
画
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
議
長
に
は
、
金
沢
市
豊

穂
町
で
西
村
内
科
医
院
を
開
業

さ
れ
て
い
る
西
村
邦
雄
先
生
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
大
川
義
弘

副
会
長
か
ら
は
、
二
〇
一
四
年

度
活
動
報
告
と
二
〇
一
五
年
度

活
動
方
針
案
が
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
て
提
示
さ
れ
、
三
宅
靖
理
事

か
ら
は
二
〇
一
四
年
度
決
算
報

告
と
二
〇
一
五
年
度
予
算
案
の

提
案
、
申
東
奎
監
事
か
ら
は
決

算
に
対
す
る
監
査
報
告
が
あ
り
、

全
て
一
括
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

喜
多
徹
副
会
長
か
ら
の
役
員

改
選
の
提
案
が
承
認
さ
れ
、
今

回
新
た
に
白
山
市
・
小
児
科
の

武
藤
一
彦
先
生
が
理
事
に
就
任

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
大
平
政
樹
副
会
長
か
ら

は
、
総
会
ア
ピ
ー
ル
の
提
案
が

あ
り
、
こ
ち
ら
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
歴
史
の
転
換
点

に
お
け
る
政
府
へ
の
要
求
と
し

て
、
①
社
会
保
障
の
責
任
を
放

棄
す
る
政
策
か
ら
の
転
換
②
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤
退
③
す
べ

て
の
原
発
の
廃
炉
④
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
の

撤
回
を
挙
げ
ま
し
た
。

最
後
に
特
別
功
労
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
三
十
一
人
の
先
生

方
を
代
表
し
、
野
々
市
市
の
高

田
宗
之
先
生
に
西
田
会
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
あ

り
、
高
田
先
生
か
ら
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
。
今
年
度
も
会
員
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
よ
り
良
い

未
来
の
た
め
に
活
動
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

石 川 保 険 医 新 聞 第516号（1）2015年4月15日（毎月15日発行）

30年在籍会員の高田宗之先生に感謝状と記念品が贈呈された

開会あいさつに立つ西田直巳会長

活動報告・活動方針案を提案する
大川義弘副会長

役員改選について提案する
喜多徹副会長

会計監査報告をする申東奎監事

決算報告・予算案を提案する
三宅靖理事

総会アピールを提案する
大平政樹副会長

司会を務めた濱田久理事

武藤一彦先生が新理事に就任 議長に選任された西村邦雄先生

山出保氏を招いて開催された市民公開記念講演（記事４面）

市
民
公
開
記
念
講
演
は
４
面
に
掲
載



理事　三宅　靖（金沢市・内科）

利用者負担増の
改定が目白押し
利用者負担増の
改定が目白押し

新介護報酬
検討会

『医療系介護報酬
　改定のポイント』

発刊のお知らせ発刊のお知らせ

○体裁：B5判・579ページ
○定価：4,000円

石川県保険医協会

2015年介護報酬改定に対応したテ
キスト『医療系介護報酬改定のポイン
ト』が保団連より発刊されます。
会員は１冊無料進呈、２冊目からは会
員価格（2,000円）となります。詳しく
は同封の案内チラシをご覧ください。
※１冊のみご希望の場合も、ＦＡＸ注文
書などよりご注文ください。
※３月２６日開催の新介護報酬検討会
（主催　保険医協会）に参加された
方には、すでにお渡ししております。

TEL(076)222-5373  FAX(076)231-5156
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

～認知症でも安心して暮らせる社会を～
「老い」を生きるということ

●主　催／公益社団法人 認知症の人と家族の会 石川県支部
●参加費／無　料
●ところ／石川県文教会館 4階会議室
●と　き／2015年5月10日（日） 午後1時～3時
●講　師／竹中 星郎氏（精神科医）

（事務局）金沢市諸江町下丁288
　　　　TEL・FAX 076‐239‐0485

金沢市尾山町10-5（尾山神社横、駐車場はありません）
TEL 076-262-7311

第32回
記念講演会

●●●● 公益社団法人 認知症の人と家族の会 石川県支部 ●●●●

●後　援／石川県、金沢市、石川県社会福祉協議会、金沢市社会福祉協議会、石川県医師会、石川県看護協会、
 石川県精神保健福祉士会、石川県医療ソーシャルワーカー協会

第37回 なんでも学術！
なんでも回答?よろず勉強会

なんでも学術！
なんでも回答?よろず勉強会

申し込み 詳しくは保険医協会（電話 076-222-5373）まで
対　象

ところ

医師、歯科医師（参加は無料です）
近江町交流プラザ ４階「研修室１」

と　き ２０１5年4月23日（木）
午後７時１５分～午後８時４５分

講　師 岡山 正歩 先生
（尾山台高等学校・教頭、前金沢大学教育学部附属高等学校副校長）

診察室で役立てよう！
統計リテラシーへの第一歩テーマ

三
月
二
十
六
日
（
木
）、
石

川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
二
〇
一
五
年
四
月

介
護
報
酬
改
定
を
受
け
て
の
、

新
介
護
報
酬
検
討
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
療
養
病

本
報
酬
は
ほ
と
ん
ど
が
引
き
下

げ
と
な
り
、
同
一
建
物
居
住
者

等
に
対
し
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
際
の
減
算
も
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
療

養
病
棟
で
は
「
療
養
機
能
強
化

型
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
算
定
す
る
た
め
に
必
要

な
患
者
像
は
医
療
必
要
度
が
相

当
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
リ
ハ
ビ
リ
に
お

い
て
も
、
よ
り
安
価
な
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
さ
せ
た
場
合
に
、
い

わ
ば
成
功
報
酬
と
し
て
の
点
数

（
社
会
参
加
支
援
加
算
）
が
新

設
さ
れ
、
要
支
援
者
の
通
所
リ

ハ
ビ
リ
に
至
っ
て
は
、
事
業
の

存
続
を
脅
か
す
ほ
ど
の
引
き
下

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
、
国
に
と
っ
て
安
上
が
り
な

制
度
と
な
り
、
利
用
者
と
介
護

事
業
所
が
そ
の
し
わ
寄
せ
を
受

け
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
法
の
改
正
に
関
し

て
も
、
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
、
要
支
援
者
の
保
険

外
し
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
利
用
者
の
負
担
割
合
を
二
割

と
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
負
担

増
の
改
定
ば
か
り
が
目
に
付
き

ま
す
。

ま
さ
に
、
必
要
な
介
護
の
確

保
を
危
う
く
す
る
よ
う
な
改
定

が
、
目
白
押
し
と
い
っ
た
様
相

で
す
。
今
後
も
、
必
要
な
介
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
制
度
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る

運
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

床
を
中
心
に
、
か
な
り
大
き
な

改
定
と
な
り
、
百
五
十
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら

ば
、
保
団
連
発
行
の
『
医
療
系

介
護
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
』

と
い
う
冊
子
に
基
づ
い
て
説
明

を
行
う
は
ず
で
し
た
が
、
今
回

は
検
討
会
当
日
に
な
っ
て
も
今

次
改
定
に
係
る
正
式
通
知
が
発

出
さ
れ
な
い
と
い
う
異
常
事
態

と
な
り
、
や
む
な
く
通
知
案
を

も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
仮
綴

じ
本
を
用
い
て
の
説
明
と
な
り

ま
し
た
。
介
護
報
酬
に
は
、
体

制
を
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
る
こ

と
が
算
定
要
件
に
な
っ
て
い
る

も
の
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
体

制
の
届
け
出
の
締
め
切
り
が
四

月
一
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

場
で
の
混
乱
は
必
至
で
、
フ
ロ

ア
で
も
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
と

い
っ
た
表
情
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
（
そ
の
後
、
ぎ
り
ぎ
り
に

な
っ
て
締
め
切
り
は
四
月
十
日

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
）。

改
定
の
内
容
も
、
非
常
に
厳

し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
基

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
３
が
好
手
段
。
白
４
に
黒
５
か

ら
７
で
白
死
で
す
。
黒
３
で
７
は
白
５
黒

４
白
３
で
セ
キ
。
ま
た
黒
３
で
５
は
白
７

黒
３
白
イ
で
殺
せ
ま
せ
ん
。

囲

解
答

碁
2
4
61
3

5
7

イ

☗
２
四
桂
☖
同
銀
☗
１
三
角

成
☖
同
銀
☗
２
一
銀
不
成
☖

同
玉
☗
３
三
桂
☖
３
１
玉
☗

３
二
銀
☖
２
二
玉
☗
３
四
桂

☖
１
二
玉
☗
２
一
銀
不
成
ま

で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
☗
１
三
角

成
が
決
め
て
で
す
。
☖
同
玉

な
ら
☗
１
四
銀
で
す
。
５
手

目
☗
２
一
銀
不
成
以
下
は
手

数
は
伸
び
ま
す
が
、
手
順
の

追
詰
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

4
＋
7
で
、答
え
は「
11
」

（
問
題
10
面
）

新たな患者負担増をやめ、 窓口負担の大幅軽減を求める
患者署名・会員署名にご協力ください。
入院時の食事代の自己負担引き上げ、紹介状なしの大病院受診の定額負担、後期高齢者の保険
料軽減特例の廃止などを盛り込んだ、医療保険制度改革法案が国会に上程されました。
すでに、これらの患者負担増に反対する患者署名用紙、会員署名用紙をお送りしているところで
すが、１筆でも多くの署名をお寄せいただければ幸いです。
また署名用紙・リーフレットの追加が必要でしたらお送りいたしますので、ご連絡ください。

石川県保険医協会 電話 076-222-5373  FAX 076-231-5156

石 川 保 険 医 新 聞 2015年4月15日（毎月15日発行）（2）第516号

講師は左から三宅靖理事、工藤浩司事務局長、橋爪真奈美事務局員

150人が参加し開催された新介護報酬検討会
　（3月26日・石川県地場産業振興センター）



あなたらしく わたしらしくあなたらしく わたしらしく

“人間と性” 教育研究協議会石川支部

定期総会

第23回 石川セミナーのご案内

～それぞれの自立と共生をめざして～

テーマ

主  催

一般 １,５００円
性教協石川会員 １,０００円
学生など ７００円

2015年5月17日（日）
10:00～15:30（受付9:30～）

石川県社会福祉会館
（金沢市本多町3-1-10　電話 076-223-9552)

●お問い合わせ先　性教協石川事務局　末友
　電話 076-263-0607  FAX  076-231-1619
　Eメール masako.suetomo@ksf.biglobe.ne.jp
※準備上、できるだけ５月８日（金）までに申し込みをお願いいたします。

9:30

受付

第1 高校模擬授業「人間の生と死について考える」自己肯定感を持てる性教育

電話相談の中の性

障害児・者の豊かな性と生を考える

第2
第3

昼食（各自） 午後受付 講演
（4階大ホール）

分科会
（3・4階各室）

10:00 12:00 13:00 13:30 15:30

“人間と性”教育研究協議会石川支部

思春期のこころとからだをはぐくむ
金子由美子さん
（季刊「セクシュアリティ」編集長、公立中学校養護教諭）

後  援

講  演

講  師

日  時

場  所

日  程

分科会

参加費

石川県、金沢市、金沢市教育委員会、石川県産婦人科医会、石川県保険医協会、
石川県助産師会、（公財）いしかわ女性基金、（公財）いしかわ子育て支援財団、
石川県社会福祉協議会、石川県学童保育連絡協議会、子どものけんりCAPいしかわ、
子ども夢フォーラム、子ども劇場いしかわ、石川県高等学校教職員組合、
石川県教職員組合、石川県教職員組合金沢支部

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
目
的
は
、
本
人

の
生
活
能
力
の
維
持
向

上
と
家
人
の
負
担
軽
減

の
た
め
と
言
っ
て
良
い

で
あ
ろ
う
。
要
介
護
度

は
個
人
に
認
定
さ
れ
る
も
の
だ
が
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
そ
の
も
の
は
本
人
の

た
め
と
い
う
よ
り
、
家
族
の
意
志
決

定
に
委
ね
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
介
護

保
険
制
度
に
は
区
分
支
給
限
度
額
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
な
だ
け
受
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
最
期
ま
で
在

宅
で
の
暮
ら
し
を
望
ん
だ
場
合
、
そ

の
区
分
支
給
限
度
額
を
は
る
か
に
上

回
る
サ
ー
ビ
ス
量
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
経
済
的
に

ゆ
と
り
が
な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
利
用

を
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
差
し
控
え
た
サ
ー
ビ
ス
の
肩
代

わ
り
を
し
て
い
る
の
は
、
概
ね
家
族

と
言
っ
て
良
い
。
つ
ま
り
、
介
護
保

険
制
度
は
公
的
社
会
保
障
と
謳
っ
て

お
き
な
が
ら
、
は
じ
め
か
ら
家
族
介

護
あ
り
き
の
制
度
設
計
と
な
っ
て
い

る
の
だ
。

現
状
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
問
題
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
年
四
月
の

介
護
保
険
法
改
正
で
は
、
要
支
援
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
範
囲
が
さ
ら
に

縮
小
さ
れ
、
一
部
は
市
町
村
が
提
供

す
る
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
（
新
総
合
事
業
と
称

す
）
に
移
行
す
る
。
例
え
ば
、
要
支

援
者
が
従
来
の
プ
ラ
ン
通
り
の
介
護

予
防
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
受
給
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
出
る
。

従
来
の
介
護
保
険
で
あ
れ
ば
、
要

支
援
者
は
回
数
制
限
や
包
括
単
位
の

問
題
を
持
ち
つ
つ
も
、
介
護
給
付
と

ほ
ぼ
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
支
給
さ
れ

て
い
た
。
新
総
合
事
業
移
行
後
は
、

自
治
体
に
よ
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
・
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
が
、
介
護
費
削
減
の
た
め
専
門
職

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
し
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
「
共
助
」

を
頼
り
と
す
る
流
れ
が
予
想
さ
れ

る
。
地
域
資
源
・
人
口
構
成
に
よ
り
、

大
き
な
地
域
差
が
生
じ
る
の
は
明
白

で
あ
る
。

介
護
認
定
に
お
け
る
要
支
援
２
と

要
介
護
１
の
違
い
は
、
認
知
症
と
病

状
の
不
安
定
さ
が
有
る
か
無
い
か
だ

け
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
判
定
の
結
果
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
に
は
大
き
な
差
が
生
じ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
へ
の
不
安

は
、
今
次
改
定
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増

大
し
た
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、

現
在
利
用
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
増
え

る
と
予
想
さ
れ
る
、
夫
婦
高
齢
者
世

帯
や
高
齢
者
の
み
世
帯
の
介
護
需
要

に
応
え
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
量
的

拡
大
は
急
務
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
よ
り
良
い
医
療
を

円
滑
に
提
供
す
る
た
め
に
も
、
介
護

現
場
の
人
た
ち
の
声
を
聞
き
、
協
働

に
努
め
る
。
介
護
保
険
制
度
の
後
退

に
は
断
固
反
対
し
、
利
用
者
本
位
の

真
の
公
的
介
護
保
障
の
実
現
に
向
け

て
声
を
上
げ
て
い
く
。

要
支
援
者
の
介
護
保
険
外
し

公
的
社
会
保
障
と
し
て
拡
充
を

介
護
保
険
法
改
正

わが家の年賀状は毎年猫年で、一人気を吐いております。名前は九太
郎。いつぞやのあいさつに「九太郎は九条を守っていきます」としたよう
に、名前の由来は憲法で、家族が「九ちゃん、九ちゃん」と「九」を連発
できるようにこっそり私が命名しました。
在日外国人の選挙権の運動に取り組んだ際に読んだ、辻村みよ子さんの

『憲法』の中の「権力者の権力乱用を抑えるために憲法を制定する」とい
う言葉に、私は改めて憲法の意義とその力を認識しました。
そして、私は弁護士の伊藤真さんのファンであり、新聞の切り抜きを壁
に貼ったり、憲法の本を買ったりしております。最近は『記憶する技術』
を読み、年齢的に覚えられないのではなく、記憶したいという意欲の減退
だと感じいりました。この本は各種試験を控えた若い医師、記憶力に自信
がなくなった年配の方にお勧めです。
2014年 5 月21日に福井地裁で「大飯原発 3・ 4号機を動かしてはならな

い」という判決が出ました。生存の基礎となる人格権が最高の価値を持
つ。人格権は憲法上の権利であり（13条、25条）、生命の基礎となるもの
であるので、わが国の法体制下ではこれを超える価値を他に見いだすこと
はできない、と格調高く憲法に基づいて、原発は動かしてはならないと言
い切ったのです。判決が出た法廷では嗚咽がもれたり、百戦錬磨の弁護士
さんたちが顔を輝かしていたり、私も隣の人とVサインを交わしました。
この判決は3.11後に、仮差し止めを除いた本訴訟で出された初の判決で
あり、非常に注目されていましたが、その内容はよりいっそう注目される
ようになりました。
法廷に被告の関西電力は姿を見せていませんでしたが、場所を変えて行
われた報告集会で関西電力が控訴することを決定した一報が入りました。
判決を軽視するものです。憲法をよりどころとした原判決が生きるよう
に、弁護団・原告団も懸命です。
控訴の結果、名古屋高裁金沢支部で控訴審が始まりました。今年はすで
に 4回の日程が決定しています。皆さんご存じのように、金沢は全国で
たった 2件という数少ない原発裁判の勝訴の地です。もんじゅ裁判高裁判
決、志賀原発地裁判決です。この由緒ある金沢の地での裁判で、 3度目の
勝訴の実現の希望を抱いて、福井・金沢そして全国の反原発の志を同じく
する人たちが手を取り合って歩んでいます。金沢・石川の皆さまのご支援
をお願いします。

「ザ・日本国憲法」の原稿を募集しています
本コーナー「ザ・日本国憲法」の原稿を募集しています。会員の皆様の忌憚のないご意見をお送りください。
原稿はメールまたはFAXなどでお送りください。字数は600字～1200字程度でお願いします。　　　 （編集部）

ザ・日本国憲法ザ・日本国憲法寄 稿
シリーズ⑲

憲法に基づき
　　　　原発は廃止に

板坂　洋介（九条の会・石川ネット事務局長）

嶋田千恵子（福井市・内科）

日本国憲法の理念に支えられ、
二度と日本を「戦争する国」にしない

石 川 保 険 医 新 聞 第516号（3）2015年4月15日（毎月15日発行）



石
川
県
保
険
医
協
会
　定
期
総
会
・
記
念
講
演

副
会
長

　大
平

　政
樹
（
金
沢
市
・
外
科
）

文
化
と
学
術
の
町
、金
沢
を
語
る

テ
ー
マ

講  
師

も
の
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
・
金
沢
の
物
語

山
出
　保 

氏（
元
金
沢
市
長
）

金
沢
に
新
幹
線
が
や
っ
て
き

て
、
二
週
間
。
相
変
わ
ら
ず
、

駅
周
辺
の
混
雑
は
す
ご
い
。
車

も
人
も
、
吹
き
抜
け
る
風
さ
え

何
か
慌
た
だ
し
い
。
こ
ん
な
と

き
は
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
る
に
限
る
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
今
年
の
定

期
総
会
・
記
念
講
演
は
、
今
、

最
も
旬
な
話
題
と
な
っ
た
。
タ

イ
ト
ル
は
「
も
の
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
・
金
沢
の
物
語
」、

講
師
は
元
金
沢
市
長
の
山
出
保

氏
で
あ
る
。
渋
い
着
物
が
と
に

か
く
似
合
っ
て
い
る
。
金
沢
の

文
化
を
語
る
に
は
、
ま
ず
、
た

た
ず
ま
い
が
基
本
な
の
だ
。
氏

の
姿
は
、
そ
う
語
っ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
保
険
医
協
会
の
定

期
総
会
で
は
、
初
め
て
の
文
化

企
画
。
初
め
て
の
試
み
は
い
つ

で
も
緊
張
す
る
も
の
だ
。
そ
し

て
、
当
日
の
司
会
は
、
か
く
い

う
私
だ
。
三
月
二
十
九
日

（
日
）、
ホ
テ
ル
金
沢
の
会
場
は

申
し
込
み
の
倍
の
観
客
で
埋

ま
っ
て
い
る
。

講
演
タ
イ
ト
ル
の
由
来
か

ら
、
話
は
始
ま
っ
た
。
岩
波
新

書
『
金
沢
を
歩
く
』
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
が
、
そ
の
ま
ま
今
日
の

講
演
演
題
と
な
っ
て
い
る
。
山

出
氏
と
岩
波
書
店
の
浅
か
ら
ぬ

縁
。
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
、
岩

波
書
店
元
社
長
の
安
江
良
介
氏

は
金
沢
出
身
。
生
家
は
、
金
箔

職
人
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い

た
。
こ
こ
か
ら
、
話
は
安
江
金

箔
工
芸
館
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
。
な
ぜ
東
山
一
丁
目
へ
移
転

し
た
の
か
？　

も
と
も
と
、
金

箔
は
浅
野
川
、

犀
川
と
い
う
両

川
の
ほ
と
り
で

栄
え
た
。
故

に
、
そ
の
ゆ
か

り
地
へ
。
説
明

を
聞
け
ば
、
す

べ
て
が
頷
け

る
。
知
の
楽
し

み
と
は
、
こ
う

い
う
こ
と
を
言

う
の
だ
ろ
う
。

ま
だ
、
話
は
イ

ン
ト
ロ
だ
。

「
真
の
お
も

て
な
し
」
と
は
何
か
？　
「
自

分
の
町
を
知
ら
ず
し
て
お
も
て

な
し
な
ど
で
き
ま
す
か
？
」
冒

頭
か
ら
、
痛
い
と
こ
ろ
を
突
い

て
く
る
。

こ
こ
か
ら
の
一
時
間
半
、
話

は
実
に
盛
り
だ
く
さ
ん
。
あ
ま

り
の
博
識
に
驚
く
ば
か
り
。
特

に
橋
の
数
、
個
々
の
著
名
人
、

地
名
な
ど
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に

出
て
く
る
。
市
長
っ
て
、
こ
ん

な
に
町
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と

務
ま
ら
な
い
も
の
な
の
か
？　

感
心
す
る
の
を
通
り
越
し
て
、

唖
然
と
し
て
い
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
に
は
ス
ト
ー

リ
ー
が
必
要
」
と
は
、
氏
の
哲

学
だ
。
金
沢
の
市
勢
（
人
口
増

加
）、
観
光
客
数
、
最
高
路
線

価
、
ス
ラ
イ
ド
に
描
か
れ
る
グ

ラ
フ
は
、
直
感
的
で
説
得
力
が

あ
る
。
次
に
歴
史
、
地
形
と
、

基
本
的
講
義
が
続
く
。
も
っ
と

も
、
口
調
は
あ
く
ま
で
柔
ら
か

く
、
用
水
の
数
、
大
学
の
数

な
ど
は
、
本
論
へ
の
導
入
だ

ろ
う
。

伝
統
と
現
代
の
共
存
。
保
存

と
開
発
の
両
立
。
中
で
も
、
町

中
の
古
き
も
の
を
残
す
の
が
、

氏
の
言
う
文
化
そ
の
も
の
な
の

だ
ろ
う
。
茶
屋
街
、
寺
院
群
、

そ
の
た
た
ず
ま
い
を
壊
さ
ず
に

残
す
。「
茶
屋
街
は
芸
を
見
せ

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
土
産
物

を
売
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」。

市
の
観
光
課
に
聞
か
せ
た
い
言

葉
だ
。
湯
布
院
の
町
並
み
に
乱

立
す
る
看
板
を
例
に
、
町
並
み

保
存
の
難
し
さ
を
語
る
。
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

指
定
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
苦

労
も
、
淡
々
と
語
る
口
調
の
故

に
、
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
人
の
話
へ
移

る
。
伝
統
的
建
造
物
を
残
す
た

め
に
は
、
そ
れ
を
修
復
あ
る
い

は
改
築
で
き
る
職
人
が
必
要
。

そ
こ
か
ら
、
金
沢
職
人
大
学
校

が
生
ま
れ
た
。
確
か
に
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
必

要
だ
。
確
固
た
る
哲
学
と
、
緻

密
な
計
算
。
金
沢
に
、
こ
ん
な

名
市
長
が
い
た
の
だ
、
と
今
日

あ
ら
た
め
て
知
ら
さ
れ
た
。

金
沢
二
十
一
世
紀
美
術
館
の

誕
生
。
金
沢
駅
東
、
西
広
場
を

飾
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
そ
し

て
、
郷
土
の
生
ん
だ
偉
人
た
ち

の
話
へ
。
よ
ど
み
な
い
語
り

は
、
た
だ
聴
衆
を
魅
了
す
る
。

特
に
、
金
沢
駅
東
の
「
鼓
門
」

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
面
白
か
っ

た
。
賛
否
両
論
、
著
名
人
か
ら

も
不
評
は
あ
っ
た
が
、
ト
ラ
ベ

ル
レ
ジ
ャ
ー
誌
で
「
世
界
で
最

も
美
し
い
駅
・
十
四
選
」
に
選

出
さ
れ
て
、
そ
の
声
も
収
ま
っ

た
と
か
・
・
・
。

話
は
、
と
に
か
く
面
白
い
。

一
時
間
を
過
ぎ
て
も
、
春
眠
に

誘
わ
れ
る
聴
衆
は
皆
無
だ
。
話

は
一
層
弾
む
。
文
化
は
三
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
！　

①
伝
統
文

化
②
新
文
化
③
食
文
化
。
金
沢

は
、
空
か
ら
謡
が
降
っ
て
く
る

町
。
か
つ
て
の
金
沢
は
、
植
木

職
人
さ
ん
が
剪
定
を
し
な
が

ら
、
謡
を
た
し
な
ん
だ
。
何
と

も
は
や
、
心
が
和
ら
ぐ
。
金

沢
は
つ
く
づ
く
、
奥
の
深
い

町
だ
。

国
指
定
の
伝
統
工
芸
が
六

種
。
市
指
定
の
希
少
伝
統
工
芸

が
十
七
種
。
さ
す
が
に
覚
え
き

れ
な
い
。
こ
れ
が
演
者
の
口
か

ら
は
、
立
て
板
に
水
の
ご
と

く
、
す
ら
す
ら
と
出
て
く
る
。

工
芸
→
か
ら
く
り
→
力
織
機
、

と
連
綿
と
続
く
金
沢
の
産
業
。

津
田
駒
へ
と
繋
が
る
系
譜
に
皆

が
う
な
ず
く
。

金
沢
港
、
北
陸
新
幹
線
は
外

へ
の
窓
。
も
う
こ
こ
ま
で
来
る

と
、
金
沢
の
す
べ
て
を
知
っ
た

よ
う
な
気
分
に
な
る
。
講
演
を

通
じ
て
、
山
出
さ
ん
が
繰
り
返

し
使
っ
た
言
葉
は
、「
文
化
と

観
光
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
は
、
常
に
抑
制
的
で

あ
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
文
化
と

学
術
を
大
切
に
す
れ
ば
、
観
光

は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
。
共
通

し
て
い
る
も
の
は
、
観
光
を
追

い
求
め
す
ぎ
る
な
！　

本
質
を

見
失
う
な
！　

と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
一
時
間
半
、
山
出
イ
ズ

ム
に
魅
了
さ
れ
た
講
演
会
だ
っ

た
。

復
刻
版

復
刻
版開業医はなぜ自殺したのか開業医はなぜ自殺したのか
ルポルタージュ●富山個別指導事件の真実

ルポルタージュ●富山個別指導事件の真実ルポルタージュ●富山個別指導事件の真実

●ご注文は…富山県保険医協会まで
電話 076-442-8000／ＦＡＸ 076-442-3033

◆著　者　矢吹紀人 
◆出版社　あけび書房
◆発行日　2015年3月1日 
◆体　裁　A5判220頁 
◆定　価　1,944円（税込）

1993年10月、当時37歳の若き開業医が個別指導
を苦に自らの命を絶った「富山個別指導事件」。 
その真相を告発したルポルタージュ『開業医は

なぜ自殺したのか』が発行されたのは、事件から２
年後の1995年で、現在では絶版となっていました。 
この間、全国の保険医から再版の要望を受け、
発行から20年の節目に「復刻版」が発行されること
になりました。ぜひご一読ください。

三
月
十
七
日（
火
）の
第

二
十
回
理
事
会
は
、
多
岐
に

わ
た
る
議
題
で
三
時
間
に
も

及
ん
だ
。
報
告
事
項
の
主
な

も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

総
務
部
か
ら
六
月
に
金
沢
で

開
催
予
定
の
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
の
テ
ー
マ
が
事
務
局

長
会
議
で
確
認
さ
れ
た
こ
と

と
、
講
師
選
定
の
進
捗
状
況
、

歯
科
部
か
ら
は
予
定
さ
れ
て

い
る
講
演
会
の
対
応
、
医
療

福
祉
部
か
ら
『
福
祉
マ
ッ

プ
』
の
編
集
作
業
、
機
関

紙
・
文
化
部
か
ら
酒
蔵
見
学

会
の
報
告
。
学
術
・
保
険
部

で
は
、
正
式
な
告
示
・
通
知

の
大
幅
な
遅
れ
に
よ
る
、
三

月
二
十
六
日
の
新
介
護
報
酬

検
討
会
の
「
仮
綴
じ
本
」
の

使
用
や
、
そ
の
後
の
対
応
と

施
設
届
出
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
そ
し
て
、
四
月
か
ら
始

ま
る
改
正
介
護
保
険
法
に
よ

る
要
支
援
者
へ
の
影
響
に
関

す
る
「
持
論
」
を
議
論
し
た
。

総
会
に
つ
い
て
、
時
間
を

か
け
て
検
討
し
た
。
山
出
保

氏
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を

踏
ま
え
て
、
市
民
講
演
会
に

つ
い
て
協
議
。
そ
し
て
、
総

会
議
案
書
の
会
長
あ
い
さ

つ
、
活
動
報
告
、
活
動
方

針
、
総
会
ア
ピ
ー
ル
な
ど
は

内
容
・
文
言
を
修
正
し
、
厳

し
い
予
算
編
成
に
つ
い
て
は

項
目
ご
と
に
精
査
し
た
。

�

【
小
島　

記
】

総会準備
いよいよ大詰め

（3月17日・13人出席）

第20回 理事会点描
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80人が参加して開催された記念講演
（3月29日・ホテル金沢）

講師の山出保氏



【質問・その8】
外来診療では患者さん自身の個人情報保護と家族への情報提供の板挟
みになることが時々あります。例えば、エイズ患者さんの診断が確定し
たとき、感染の危険性を家族に伝えるかどうかは悩ましい問題です。ご
本人からは「家族にも絶対に秘密にしてほしい」と要求されることもあ
ります。
同じような危険は、新型インフルエンザ騒動でもありましたし、アフ
リカで猛威を振るうエボラ出血熱ではより深刻です。中国では、人権な
どお構いなく、新型インフルエンザの患者をホテルに隔離し、患者が窓
から飛び降りる事件まで起きました。医療人として、人権と感染症とい
う問題に対し、どういう姿勢で望めばよろしいのでしょうか。

�【ヒデさんの回答】
今回の問題も悩ましい問題ですね。しかし、この問題も人権保障の視点
を貫けば、「原則的」には回答が出てきます。
まず、「人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果」（憲法97条）である
人権の原則を確認しましょう。私は、人権の理念は、「人間の尊厳」であ
り、それを具体化した原理は「自己決定・選択の自由と平等」であり、さ
らに具体化した諸原則が歴史的に承認されてきたことを繰り返し述べてき
ました。ここでのご質問に答えるということは、すなわち、これら、理念、
原理、原則を、具体的問題にあてはめて、問題を解決する作業なのです。
例えば、健康権については、人権としての社会保障の諸原則に加え、最
高水準医療の原則、不断の原則、地域の平等原則、非営利原則などが、固
有の原則として強調されなければならないでしょう。

しかし、最大限保障されるべき人権保障についても限界があります。
一つは、その国の資源（Resources―平たく言えばヒト、モノ、カネで
すが）という物理的な限界です。もう一つは、他の人々の人権です。さら
に、国は、憲法13条等にある、「公共の利益」を人権制約の理由とします
が、「公共の利益」論については別に論じましょう。

最高水準の医療保障と「資源」
まず、前回の補足です。前回、健康権保障そして医療保障・医療保険の
適用範囲は患者の自己決定・選択の自由を最大限保障し、患者・住民が望
むなら最高水準の医療を保障すべきだといいました。その原理、原則から
すれば、例えば心臓移植のような高度・高額医療を、望むすべての人に保
障しなければ人権侵害・剥奪として憲法25条違反になるのでしょうか。そ
うはなりません。
健康権は、自己決定に基づき最高水準の健康、したがって最高水準の医
療をすべての人に保障するのが原則ですが、実は「できる限り」という留
保がついています。国際人権規約の経済的、社会的、文化的権利に対する
規約12条は、健康権を「the�right�of�everyone�to�the�enjoyment�of� the�
highest�attainable�standard�of�physical�and�mental�health.」と規定して
います。Attainableですから到達可能な、あるいはできる限り最高な、と
いうことになります。
「最高水準」の健康の保障を実現するには、その国の資源（人、物、金）
を動員しなければならない。しかし、資源には当然限りがある、だから
「到達可能な」と限定がつくわけです。しかし、この点は、資源の十分な
日本のような先進国を免罪するものではありません。むしろ資源の豊かで
ない、発展途上国等の経済、社会発展の現状に配慮したものです。
重要なのは最高限度の健康・医療水準が達成できない場合もあることは
認めるが、努力してもできないことについて政府が合理的かつ説得力ある
理由・根拠を説明する責任があるということです。最近はやりのアカウン
タビリティ、説明責任を果たさなければ、憲法違反すなわち健康権侵害の
そしりを免れないということです。
これは裁判で言うと「立証責任の転換」ということになります。現行の
裁判のように患者・住民の側に「国は最高水準を実現していないよ、その
理由はこうだよ」という立証を強いるのではなく、国の側がその「根拠」
を説明すべきだ、ということになります。なぜなら、健康権をはじめとす
る人権保障のために資源を配分する義務と責任があり、主権者たる国民か
ら権限＝力を与えられているのが国なのですから。（ 5月号につづく）

2015年度
歯科部企画一覧
歯科部では今年度も、歯科会員の先生方の日常診療に役立つさまざまな
講演会・勉強会を計画しています。多くのご参加をお待ちしております。

主催：石川県保険医協会 電話／076-222-5373　　ＦＡＸ／076-231-5156
Eメール／ishikawa-hok@doc-net.or.jp

今年も
目白押し!!
今年も
目白押し!!

日にち 時間 テーマ 講師 場所 対象

4 月26日（日） 9 ：30〜12：30 齲蝕診断の国際基準（I
アイシーダス
CDAS）の導入と

フッ化物による再石灰化療法の新たな展開
花田 信弘氏

（鶴見大学歯学部探索歯学講座教授）
ホテル金沢
2 階ダイヤモンド

会員と会員医療
機関のスタッフ

5 月17日（日） 9 ：30〜12：30 市民公開講演会
健康・スポーツ歯学

石上 惠一氏
（東京歯科大学 特任教授／日本オリンピッ
ク委員会強化スタッフ・スポーツドクター）

金沢都ホテル
5 階加賀の間

どなたでも参加
できます

8 月23日（日） 9 ：30〜12：00 今さら聞けない歯科臨床シリーズ第 6 回
デンチャーについて（仮）―基本編― 野村 修一氏（新潟大学名誉教授） ホテル金沢

4 階エメラルド
会員と会員医療
機関のスタッフ

未定 未定 今さら聞けない歯科臨床シリーズ第 7 回
デンチャーについて（仮）―応用編― 野村 修一氏（新潟大学名誉教授） 未定 同上

9 月13日（日） 9 ：30〜12：00 患者トラブル対応
　〜大阪の事例から考える（仮）

尾内 康彦氏
（大阪府保険医協会事務局次長） 未定 同上

10月（予定） 未定 高齢者の全身管理についての勉強会
　〜歯科会員のための医科講座〜（仮）

大川 義弘氏（城北クリニック院長、
 石川県保険医協会副会長） 未定 同上

11月（予定） 未定 指導に関する勉強会（仮）
山本 　司氏（扇が丘歯科医院院長、
  石川県保険医協会理事）
工藤 浩司（石川県保険医協会事務局長）

未定 同上

※�いずれの企画も参加費は無料ですが、参加申し込みが必要です。 4月26日と 5月17日の企画の詳細は、同封した案内チラシをご覧ください。それ以
外については順次、本紙および案内チラシなどでご案内します。

《第18回》人権と感染症（前編）

ヒデさんに聞く

倫理から人権へ
（金沢大学名誉教授　井上　英夫氏）

石 川 保 険 医 新 聞 第516号（5）2015年4月15日（毎月15日発行）



春
う
ら
ら
の
三
月
十
五
日

（
日
）、
第
六
回
酒
蔵
見
学
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
前
日
は
北
陸

新
幹
線
開
通
日
で
、
集
合
場
所

の
金
沢
駅
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い

で
し
た
。

貸
し
切
り
バ
ス
で
移
動
、
ま

ず
は
松
任
駅
前
の
千
代
女
の
里

橋
本

　英
樹
（
金
沢
市
・
外
科
）

第6回酒蔵見学会
白
山
市
・
金
谷
酒
造
店
＆
高
砂
茶
寮
を
訪
ね
る

銘
酒「
高
砂
」を
楽
し
み

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て

俳
句
館
に
着
き
ま
し
た
。「
閑

か
さ
は　

何
の
心
や　

は
る
の

そ
ら
」。
松
任
は
金
沢
駅
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
て
、
の
ど
か
な

も
の
で
し
た
。
白
山
市
立
博
物

館
に
移
動
、
白
山
総
合
車
両
所

の
お
膝
元
で
も
あ
り
、
新
幹
線

の
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
に
喜
ぶ
子
ど

も
の
声
が
い
っ

ぱ
い
響
い
て
い

ま
し
た
。

さ
て
い
よ
い

よ
酒
蔵
見
学
、

今
回
は
白
山
市

中
心
街
に
あ

る
、
銘
酒
「
高

砂
」
で
知
ら
れ

る
金
谷
酒
造
店

さ
ん
で
す
。
実

は
、
杜
氏
さ
ん

が
病
気
療
養
中

で
、
今
年
の
酒

造
り
は
四
月
か
ら
と
の
こ
と
、

タ
ン
ク
の
中
は
空
っ
ぽ
で
し

た
。
し
か
し
、
社
長
の
軽
妙
な

お
話
に
一
時
間
の
見
学
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
試

飲
は
原
料
米
石
川
門
に
こ
だ

わ
っ
た
、
ほ
の
か
に
甘
い
純
米

酒
「
高
砂
」
と
、
す
っ
き
り
と

し
た
辛
口
の
山
廃
仕
込
純
米
酒

「
與
四
兵
衛
」
の
飲
み
比
べ
で

す
。
原
料
米
石
川
門
は
白
山
市

を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

酒
蔵
も
生
産
者
に
口
を
出
し
て

作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
日
本
酒
の
味
は
麴
で
決
ま

り
、
甘
さ
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
切
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
何

種
類
か
の
種
麹
を
混
ぜ
て
使

い
、
そ
の
割
合
は
杜
氏
さ
ん
だ

け
が
知
っ
て
い
て
、
社
長
も
知

ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
大

吟
醸
に
ふ
る
麹
の
量
は
わ
ず
か

な
た
め
、
そ
の
酒
粕
は
板
状
に

な
ら
な
い
と
か
、
灘
の
大
手

メ
ー
カ
ー
の
最
近
の
酒
造
り
で

は
酒
粕
が
で
き
ず
漬
物
屋
さ
ん

が
石
川
県
ま
で
酒
粕
を
買
い
付

け
に
来
る
と
か
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
は
す
っ
き
り
し
た
日
本

酒
は
売
れ
ず
、
ア
ミ
ノ
酸
の
多

い
日
本
で
は
売
れ
な
い
よ
う
な

味
が
好
ま
れ
る
な
ど
、
社
長
の

薀
蓄
は
尽
き
な
い
の
で
し
た
。

食
事
は
酒
蔵
を
改
装
し
た

「
高
砂
茶
寮
」
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
は
美
大
出
身
の
奥

様
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
、
月
ご

と
に
昼
・
夜
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
同

じ
価
格
（
三
千
百
円
）
の
コ
ー

ス
料
理
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、

良
質
の
お
い
し
い
珍
し
い
野
菜

を
一
カ
月
分
確
保
す
る
の
が
と

て
も
大
変
と
の
こ
と
で
し
た
。

高
砂
大
吟
醸
を
頂
き
な
が
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
二
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。
二
年
後
の
酒
蔵
見

学
会
に
は
、
ぜ
ひ
あ
な
た
も
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

本
紙
新
年
号
で
「
鉄
道
よ

も
や
ま
話
」
の
特
集
記
事
を

募
っ
て
い
た
の
で
、
軽
い
気

持
ち
で
以
前
撮
っ
た
模
型
の

写
真
を
投
稿
し
た
ら
、
一
面

い
っ
ぱ
い
の
ア
ッ
プ
に
し
て

い
た
だ
い
た
。
あ
り
が
た
い

話
だ
が
、
小
さ
な
写
真
で
は

分
か
ら
な
か
っ
た
屋
根
の
ホ

コ
リ
ま
で
ア
ッ
プ
に
な
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
模
型
の

趣
味
を
長
年
や
っ
て
い
る

と
、
ホ
コ
リ
対
策
の
ウ
ン

チ
ク
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
ー

と
言
い
た
く
て
た
ま
ら
な

い
。「
こ
れ
っ
て
合
成
写
真

で
す
か
？
」
な
ど
と
の
た
ま

う
人
も
い
た
の
で
、
こ
れ
は

ど
こ
か
で
釈
明
の
チ
ャ
ン

ス
を
い
た
だ
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
何

よ
り
も
自
分
が

作
っ
た
ん
だ
と

い
う
証
拠
の
た

め
に
、
製
作
記

を
書
き
た
い
と

思
っ
た
。

ま
ず
、
こ
の

ジ
オ
ラ
マ
は
写

真
撮
影
の
た
め

に
作
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
汽

車
の
走
り
を
目

で
見
て
楽
し

む
た
め
に
作
っ

た
、
い
わ
ば
運

転
盤
で
あ
り
、

こ
れ
を
レ
イ
ア

ウ
ト
と
称
す

る
。
ジ
オ
ラ
マ

と
い
う
の
は
静

止
し
た
模
型
を
飾
る
台
の
こ

と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
私

の
作
っ
た
も
の
は
ジ
オ
ラ
マ

で
は
な
く
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な

の
だ
。
ど
う
で
も
良
い
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
鉄
道
マ

ニ
ア
は
「
走
ら
せ
て
遊
ぶ
」

こ
と
に
哲
学
を
感
じ
て
お

り
、
こ
の
点
に
お
い
て
車
マ

ニ
ア
に
秘
か
な
優
越
感
を
抱

い
て
い
る
。
た
だ
し
、
自
動

車
は
ち
ょ
っ
と
お
金
を
貯
め

れ
ば
本
物
を
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
汽
車
は
ウ
ォ

ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
級
の
大

富
豪
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

難
し
い
が
・
・
・
。

「
走
ら
せ
て
遊
ぶ
」
な
ど

と
申
し
上
げ
る
と
、
子
ど
も

じ
み
て
い
る
と
笑
わ
れ
そ
う

だ
が
、
鉄
道
マ
ニ
ア
は
こ
う

言
い
返
す
の
だ
。
い
わ
く
、

「
鉄
道
模
型
と
は
、
旅
心
を

表
現
す
る
芸
術
活
動
の
一
つ

で
あ
る
」
と
。
汽
車
を
見
て

私
た
ち
は
何
を
感
じ
る
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
あ
れ
に

乗
っ
て
ど
こ
か
遠
い
と
こ
ろ

へ
行
き
た
い
・
・
・
と
い
う

旅
心
な
の
で
は
な
い
か
。
遠

い
と
こ
ろ
と
は
、
距
離
的
に

遠
い
だ
け
で
は
な
く
、
遠
い

過
去
で
あ
っ
た
り
す
る
。
懐

か
し
い
風
景
の
中
を
汽
車
が

行
く
。
今
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
記
憶
の
中
の
風
景
を

再
現
で
き
た
ら
い
い
。

と
こ
ろ
で
、
鉄
道
模
型
と

い
う
と
科
学
館
な
ど
に
あ
る

鉄
道
パ
ノ
ラ
マ
が
有
名
で
、

長
編
成
の
列
車
が
行
き
交
う

様
を
高
層
ビ
ル
の
上
か
ら
の

ご
と
く
俯
瞰
す
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
こ
こ

で
目
指
す
も
の
で
は
な
い
。

「
鳥
ち
ょ
う

瞰か
ん

図
」
で
は
旅
心
は
生

ま
れ
な
い
。
等
身
大
の
自
分

に
な
っ
て
、
模
型
の
世
界
に

入
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
簡
単
な
こ
と
だ
。
目
線

を
下
げ
れ
ば
い
い
。
そ
し

て
、
目
線
を
下
げ
た
と
き
に

自
分
の
求
め
る
風
景
の
中
を

汽
車
が
通
過
し
て
い
く
「
配

置
」、
こ
れ
が
文
字
通
り
レ

イ
ア
ウ
ト
な
の
で
あ
る
。
新

年
号
の
表
紙
写
真
は
、
思
い

切
り
目
線
を
下
げ
て
デ
ジ
カ

メ
で
撮
っ
た
も
の
だ
が
、
逆

に
目
線
を
上
げ
る
と
ど
う
な

る
か
と
い
う
パ
ノ
ラ
マ
的
な

写
真
を
お
見
せ
す
る
。
本
当

は
こ
う
い
う
も
の
は
、
舞
台

裏
を
暴
露
す
る
よ
う
で
シ
ラ

ケ
る
の
だ
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト

の
全
体
像
を
知
っ
て
い
た
だ

く
に
は
良
い
。
要
す
る
に
、

診
療
所
を
囲
む
線
路
の
上
を

汽
車
が
エ
ン
ド
レ
ス
で
回
り

続
け
る
他
愛
も
な
い
も
の

だ
。
ま
こ
と
に
ち
ゃ
っ
ち
く

て
恥
ず
か
し
い
限
り
だ
が
、

私
は
こ
れ
に
十
年
を
費
や
し

た
。
そ
れ
で
も
、
目
線
を
下

げ
る
と
こ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な

模
型
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

て
、
一
時
間
く
ら
い
眺
め
て

い
て
も
飽
き
な
い
の
だ
。

今
回
、
診
療
所
を
テ
ー
マ

に
し
た
の
で
表
紙
に
採
用
さ

れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ

砺
波
平
野
の
散
居
村
に
あ
っ

た
診
療
所
を
レ
イ
ア
ウ
ト
の

中
心
に
据
え
た
の
か
を
語

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、

次
号
。
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制
度
上

多
く
の
困
難
が

二
月
十
九
日
に
金
沢
市
窪
に

あ
る
、
ケ
ア
パ
ッ
ク
石
川
「
リ

ハ
ビ
リ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
介
護

保
険
上
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
分
類
で
す
が
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
代
表
取
締
役
で
あ
り
作
業

療
法
士
の
宮
本
智
次
さ
ん
と
、

管
理
者
で
あ
り
看
護
師
の
藤
井

利
子
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
、
医
療
機

関
所
属
の
理
学
療
法
士
な
ど
に

よ
る
訪
問
と
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
学
療
法
士
な

ど
が
訪
問
す
る
場
合
の
二
通
り

が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
依
頼

す
る
医
師
が
、
リ
ハ
ビ
リ
職

の
所
属
す
る
医
療
機
関
の
医

師
に
診
療
情
報
提
供
書
を
書

き
、
医
療
機
関
の
医
師
が
診
察

の
上
（
こ
れ
ま
で
は
毎
月
だ
っ

た
の
が
二
〇
一
二
年
の
改
正
よ

り
三
カ
月
に
一
度
で
良
く
な
っ

た
）、
自
院
の
理
学
療
法
士
な

ど
に
リ
ハ
ビ
リ
指
示
書
を
書
く

と
い
う
煩
雑
さ
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
所

属
す
る
理
学

療
法
士
な
ど

に
依
頼
す
る

場
合
は
、
訪

問
看
護
指
示

書
ひ
と
つ
で

依
頼
で
き

ま
す
。
そ
れ

な
ら
ば
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

な
る
も
の
を

つ
く
っ
て
、

ア
ク
セ
ス
が

改
善
で
き
れ

ば
い
い
な
と

思
う
の
で
す

が
、
諸
事
情
で
今
の
と
こ
ろ
実

現
困
難
な
よ
う
で
す
。

「
名
ば
か
り
の
サ
ー
ビ
ス
」

か
ら
徐
々
に
周
知
さ
れ
て

宮
本
さ
ん
は
病
院
勤
務
時
代

の
一
九
九
六
年
に
、
病
院
か
ら

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に
行
っ
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
介
護
保
険
が
始

ま
っ
て
ケ
ア
マ
ネ
か
ら
「
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
は
名
ば
か
り
の
サ
ー

ビ
ス
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
サ
ー

ビ
ス
量
が
決
定
的
に
不
足
し
て

い
る
こ
と
を
痛
感
し
、
ケ
ア

パ
ッ
ク
石
川
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
当
時
は
、
石
川
県
に
限
ら

ず
全
国
的
に
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の

サ
ー
ビ
ス
量
が
不
足
し
て
お

り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
か
ら
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
が
除
外
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
理
学

療
法
士
な
ど
に
よ
る
訪
問
の
取

り
組
み
が
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
に

周
知
さ
れ
、
依
頼
が
増
え
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
ス
タ
ッ
フ

を
募
り
、
徐
々
に
規
模
を
拡
大

し
、
事
業
所
は
米
泉
か
ら
泉
野

出
町
、
そ
し
て
現
在
の
窪
に
移

転
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
常
勤

者
で
理
学
療
法
士
七
人
、
作
業

療
法
士
三
人
、
看
護
師
二
人
、

非
常
勤
も
含
め
る
と
ス
タ
ッ
フ

は
三
十
四
人
に
な
り
ま
し
た
。

ケ
ア
パ
ッ
ク
石
川
は
一
時
期
、

存
亡
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
。

「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
の
理
学
療
法
士
等
の
訪
問
が

保
健
師
又
は
看
護
師
の
訪
問
の

数
を
上
回
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
厚
労
省
の
通
知
が
出
た

と
き
で
す
。
そ
れ
は
一
定
期
間

（
六
カ
月
）
後
に
請
求
が
で
き

な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
、
市

内
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
有

志
が
デ
ー
タ
を
集
め
金
沢
市
と

交
渉
し
、「
一
定
期
間
経
過
後

で
あ
っ
て
も
な
お
、
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
の
判
断
に
よ

り
、
算
定
で
き

る
取
扱
い
と
し

て
差
し
支
え
な

い
」
と
の
回
答

を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
二
年
の

改
正
で
は
理
学

療
法
士
な
ど
の

訪
問
が
二
十
分

単
位
と
な
り
、

週
百
二
十
分
ま

で
と
い
う
制
約

に
変
わ
り
ま
し

た
。
実
績
を
数
字
で
示
し
、
必

要
性
を
説
明
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
の
実
施
地
域
は
、
金
沢

市
・
白
山
市
・
野
々
市
市
で
す
。

が
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
は
マ
ン

パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
お
り
、
小

松
や
津
幡
な
ど
に
も
行
く
こ
と

が
あ
る
よ
う
で
す
。

地
域
の

参
加
の
場
へつ
な
ぐ

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
と
言
っ
て

も
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
の
訪
問
と
な
り
ま
す
の

で
、
主
治
医
か
ら
の
訪
問
看
護

指
示
書
が
必
要
で
す
。
病
院

二
十
八
施
設
、
診
療
所
六
十
一

施
設
の
医
師
か
ら
訪
問
看
護
指

示
書
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
訪

問
看
護
指
示
書
で
は
、
リ
ス
ク

の
高
い
人
の
場
合
、
運
動
負
荷

量
や
関
節
へ
の
荷
重
量
な
ど
の

情
報
（
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
職

か
ら
頂
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
）
を
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
（
そ
ん
な
情

報
は
書
い
た
こ
と
が
な
い
な
と

気
付
き
赤
面
）。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て

い
く
上
で
の
困
難
に
つ
い
て

は
、「
本
人
は
や
り
た
く
な
い
、

家
族
は
や
っ
て
く
れ
」
と
本
人

と
家
族
の
意
向
が
違
う
と
き
で

す
。
ま
た
、
機
能
訓
練
に
固
執

さ
れ
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
で
す
。

生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
の
目
標
に
生

活
空
間
の
拡
大
を
掲
げ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
地
域
に
次

に
つ
な
が
る
受
け
皿
が
少
な
い

こ
と
が
悩
み
で
す
。
単
に
訪
問

か
ら
通
所
に
つ
な
ぐ
だ
け
で
な

く
、
そ
の
方
が
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
参
加

の
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
、
国

際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）

で
言
う
、「
活
動
」
と
「
参
加
」

を
保
障
す
る
受
け
皿
が
少
な
い

こ
と
が
課
題
で
す
。
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
に
よ
り
、
実
際
の
場
面
で

成
果
が
上
が
り
、
外
出
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
空

間
が
広
が
っ
た
と
き
は
達
成
感

が
あ
り
ま
す
。

多
職
種
で

目
標
の
共
有
を

医
師
・
歯
科
医
師
に
対
す
る

要
望
と
し
て
、
担
当
者
会
議
へ

の
コ
ミ
ッ
ト（
参
加
し
て
い
た

だ
く
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

文
書
で
の
情
報
提
供
を
頂
け
れ

ば
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
も
喜
ば
れ
る

と
思
い
ま
す
）、
先
に
も
書
き
ま

し
た
が
訪
問
看
護
指
示
書
へ
の

細
か
い
指
示
や
、
報
告
書
に
目

を
通
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

訪
問
歯
科
を
行
っ
て
い
る
歯
科

医
師
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
エ

リ
ア
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
が

な
い
か
？ 

と
聞
か
れ
ま
し
た

が
、
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か

り
取
材
班
の
一
人
は
、
保
険
医

協
会
の
訪
問
歯
科
診
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
協

会
に
相
談
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

多
職
種
に
対
す
る
要
望
と
し

て
、
在
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方

と
接
す
る
時
間
が
長
い
ヘ
ル

パ
ー
に
対
し
て
は
、「
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
た
ら
」
と
か
「
も

う
少
し
動
け
る
の
で
は
」
な

ど
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
だ
と
感

じ
た
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
に
情
報
提

供
し
て
ほ
し
い
こ
と
。
ケ
ア
マ

ネ
に
対
し
て
は
、
医
療
依
存
度

が
高
い
方
が
在
宅
に
戻
ら
れ
る

際
に
多
職
種
（
主
治
医
、
訪
問

看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
職
、
福
祉
用

具
、
介
護
、
栄
養
士
、
薬
剤
師

な
ど
）
が
チ
ー
ム
と
し
て
同
じ

目
標
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
の
こ
と
で
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
に
対
し
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
の
立
場
か
ら
は
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
は
訪
問
看
護
師
と

共
に
運
動
機
能
、
生
活
機
能
を

再
評
価
し
、
利
用
者
・
家
族
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な

の
か
を
多
職
種
に
説
明
し
、
利

用
者
に
関
わ
る
職
種
が
同
じ
目

標
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
手
助

け
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

話
さ
れ
ま
し
た
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エキスパート
訪問

お忙しい中、取材は１時間半にわたり行われた

熱心なケース検討の様子

取材対応いただいた代表取締役の宮本智次
さん（写真右）と、管理者の藤井利子さん

●保険医協会ホームページ
　http://ishikawahokeni.jp/

2015年介護報酬改定につき、厚
労省へ「平成27年度介護報酬改定
に伴う関係告示の一部改正等に関す
る意見」を提出しました。
保険医協会が提出したパブリック
コメントの全文は、ホームページより
閲覧できます。
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2 月18日、中医協総会において、来年度の診療報酬改定に向けた具体的な議論が
「在宅医療」を皮切りにスタートした。今後、中医協において改定案の具体化が進め
られていくが、石川保険医新聞では、本号から中医協の提出資料を随時掲載していく
ことになった。第 1回の今回は、上記の「在宅医療」と 3月 4日中医協総会で示され
た「入院医療」の厚労省提出資料から「課題と論点」をまとめた部分を抜粋して掲載
する。（以下の枠で囲った部分は、中医協に厚労省から提出された資料をそのまま掲
載したものであり、引用に当たり特に手を加えていない）

<2月18日中医協総会資料> 「在宅医療　その1」
下記の論点のうち注目すべきは、「在宅医療を専門的に行う医療機関」を正面から
認める方向で基準を明確化する旨の提案である。以下の資料では「医学的に必要な場
合の往診や訪問診療に関する相談に応需すること」などの客観的な要件案が示されて
いるが、 3月18日の中医協においては、さらに「被保険者が相談等に容易に訪れるこ
とができ、相談があった際に対応する体制を確保する」など具体的な要件案が提示さ
れている。
その他、在宅診療報酬について、①訪問診療料、②在宅時医学総合管理料、③在宅
療養指導管理料に区分した上で、在宅時医学総合管理料に対する評価の占める割合が
高いことに言及しており、2014年改定に続き在宅時医学総合管理料についてさらなる
見直しを進める意思を示している。

1．在宅医療の課題
・�今後も高齢者数の増加が続くことが想定され、特に都市部でその傾向は顕著であ
る。また、医療機関で死亡する患者が多数を占めている一方で、国民の多くは治
る見込みがない病気になった場合、最期を迎える場所として自宅を希望してお
り、在宅医療のニーズは一層高まるものと考えられる。

・�現在、在宅医療を受けている患者の要介護度や、訪問診療の必要な理由、疾患名
など患者の状態は多様であり、患者によって医療の提供密度も異なっている。

・�訪問診療の提供に当っては、医療機関が外来の傍ら訪問診療を行う形態のほか、
医療機関が訪問診療を中心に行う形態もみられる。高齢者住宅に居住する高齢者
の増加に伴い、同一日に同一建物でまとめて診療したり、医療機関に隣接・併設
する住宅に訪問診療を行うなど、効率的な提供が可能な形態もみられる。

・�在宅医療に要する技術は多岐にわたっており、在宅医療の総合的な質を評価する
目的で、看取りの件数等に着目した評価が行われてきた。

・�在宅歯科医療、在宅薬剤管理の提供量も概ね増加傾向にある。
↓

○�在宅医療の質と量を確保して、患者のニーズに応えることができるよう、様々な
患者の状態、医療内容、住まいや、提供体制を踏まえた評価のあり方についてど
う考えるか。

2．訪問看護の課題
・�訪問看護の利用者数は年々増加しており、看護サービスを提供する事業所数、職
員数も増加傾向にある。

・�重症度が高く、医療的ケアの必要な利用者が増加している。また、小児に対する
訪問看護については、 0〜 9歳の利用者数の増加は全体と比べても顕著だが、小
児への訪問看護を実施している訪問看護ステーションは多くない。

・�平成26年度改定では、機能強化型の訪問看護ステーションとして、 1事業所あた
りの人員体制や、重症度の受け入れ、ターミナルケアの実績等に基づく評価を行
い、機能の高い訪問看護ステーションの普及を図ってきたところである。

↓
○訪問看護について、重症者等の受け入れ体制の整備や、ターミナルケア等の更な
る推進のために、看護の質の評価のあり方や、提供体制についてどう考えるか。

3．外来応需体制の運用のあり方について
・�健康保険法の趣旨から、保険医療機関は全ての被保険者に対して療養の給付を行
う開放性を有することが必要であるとして、「外来応需の体制を有していること」
を保険医療機関に求める解釈上の運用をしている。

・�法令上明確に規定された要件ではなく、要件が客観的でないことなどから、地域
によって指導内容や方法等に違いがあるとの指摘がある。また、規制改革実施計
画において、外来応需体制を求める運用の在り方を検討し、結論を得ることとさ
れている。

・�在宅医療を専門に行う医療機関については、軽症者を集めて診療するなどの弊害
が生じやすいとの意見や、24時間体制など在宅医療の供給体制確保を優先すべき
といった意見がある。

↓
○外来応需体制のあり方については、健康保険法第63条第 3項に基づく開放性の観

　点からは、提供範囲内の被保険者の求めに応じて、医学的に必要な場合の往診
や、訪問診療に関する相談に応需することなど、客観的な要件を示すことを検討
してはどうか。

○在宅医療の質と供給体制確保を図るため、在宅医療に対する評価については、在
宅医療の専門性に対する評価や、在宅医療を中心に提供する医療機関が軽症者を
集めて診療するなどの弊害が生じないような評価のあり方を含め、更に議論を進
めるべきではないか。

<3月4日中医協総会資料> 「入院医療　その1」
2014年改定の目玉であった 7対 1病床の要件強化の影響について、厚労省から 7対
1入院基本料の届出病床の減少数が実質的に2.8万床にとどまっている旨が報告され
る一方、地域包括ケア病床届出病院の割合が全国平均で10.7%だったことが示された。
次期改定においても急性期病床の機能分化がさらに進むような要件設定の強化が予想
される。また、療養病床については入院受療率や平均在院日数に大きな地域差がある
ことが紹介されるとともに、この点も踏まえて在宅復帰を促す評価の強化を検討する
としている。

1．急性期医療についての課題と論点
・�経年的に見ると、我が国の病床数は、緩やかに減少する傾向にあり、一般病床等
の平均在院日数も、短縮する傾向にある。

・�平成26年度診療報酬改定においては、特定除外制度の見直しや重症度・看護必要
度の名称と項目内容の見直し、自宅等に退院した患者割合に関する基準の設定等
が行われた。その後、 7対 1入院基本料を算定する病床はやや減少したが、依然
として全ての種別の中で最も多い状態にある。

・�急性期医療が提供されていることを評価する指標としては、平均在院日数、「重
症度、医療・看護必要度」などが用いられている。こうした指標からみたとき、
医療機関の幅広い多様性がある。

・�貴重な医療資源を有効に活用して、質の高い医療を確保するためには、急性期病
床がその役割を一層発揮するとともに、地域における効率的な医療提供体制の構
築を推進する必要がある。

↓
○急性期病床の機能分化を進めるため、緊急性の高い患者や、高度な医療を要する
患者の受け入れを評価するとともに、入院医療の提供に関する連携や在宅復帰の
推進を図る方策について、平成26年度改定の答申附帯意見も踏まえ、更に検討す
べきではないか。

2．地域包括ケア病棟・病床、回復期入院医療の課題
・�高齢化により、複数の傷病を有し、嚥下機能障害等を併発するなど、日常生活機
能の低下した患者が多くなっており、在宅復帰を進めるためには、様々な心身機
能への対応や、介護サービスなど社会資源の利用に関する調整が鍵を握って
いる。

・�平成26年度診療報酬改定では、急性期治療を経過した患者や在宅復帰を行う患者
の受け入れ・患者の在宅復帰支援を行う機能を有する「地域包括ケア病棟」が創
設され、その整備が進んでいる。また 7： 1入院基本料において自宅等退院患者
割合、地域包括ケア病棟において在宅復帰率が定義され、急性期から回復期への
移行の円滑化が図られている。

・�回復期リハビリテーション病棟については、病床数やリハビリテーションの提供
単位数が急激に伸びている一方、受け入れる患者像やリハビリテーションの効果
については、医療機関の間で、大きな多様性も認められる。

↓
○�平成26年度診療報酬改定の影響を分析しながら、地域包括ケア病棟をはじめとす
る地域包括ケア体制の強化のあり方や、円滑な医療連携を進めるための方策につ
いて、さらに検討を進めるべきではないか。

○�回復期リハビリテーション病棟の実情を踏まえつつ、その機能がいっそう適切に
発揮されるための評価のあり方について、検討すべきではないか。

3．慢性期入院医療についての課題と論点
・�療養病床では入院受療率や平均在院日数等に大きな地域差がみられることが示さ
れている。

・�療養病棟では、在院日数が長い場合ほど病状の見通しが不変な患者や死亡退院す
る患者の割合が大きくなる傾向がみられる。また、療養病棟への診療報酬は医療
区分に応じた評価とされており、医療区分ごとの受入患者数の割合等には療養病
棟入院基本料 1と 2で違いがみられる。

・�平成26年度診療報酬改定では、在宅復帰機能強化加算を創設するなど在宅復帰を
促すための見直しが行われた。また、平成27年度介護報酬改定では、介護療養型
医療施設が担っている看取りやターミナルケアを中心とした長期療養及び喀痰吸
引、経管栄養などの医療処置を実施する機能について、新たな要件を設定した上
で、重点的な評価が行われた。

・�特殊疾患病棟入院料・障害者施設等入院基本料等においては、その特性に応じた
患者が入院できるよう、入院対象患者が定められているが、意識障害を有する脳
卒中の患者など、状態像が療養病棟の対象患者と重複している場合もある。

↓
○�密度の高い医療を要する患者を、病床の機能に応じて適切に受け入れるための、
状態像に応じた評価のあり方についてどのように考えるか。また、長期療養を担
う病床において、可能な限り在宅復帰を促すための評価のあり方についてどのよ
うに考えるか。

事務局長　工藤　浩司

在宅医療と入院医療の
議論がスタート

2016年診療報酬改定における課題と論点
速報 中・医・協・資・料

第1回
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今、「イスラム国（ISIL）」などの過激派集団による、残虐なテロ行為は
留まるところがない。国と国との大規模な戦争はないが、テロ行為や中
東、ウクライナなどのような「局地戦」「内戦」が地球上、至るところで
火を吹いている。今回は、このような現代の「戦争」を考えてみる。

● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ●

【1】  すべての戦争は 
自衛意識から始まる 
－「自分の国は血を流してでも
守れ」と叫ぶ人に訊きたい－ 

●森達也（著）
●ダイヤモンド社（2015年1月初版）
　（288ページ、1,600円（税別））

【2】 本当の戦争の話をしよう 
世界の「対立」を仕切る

●伊勢崎賢治（著）
●朝日出版社（2015年1月初版）
　（424ページ、1,700円（税別））

①すべての戦争は自衛意識から始まる
映画監督で文筆家でもある著者。この本が出版されると、ネット上で

「反日」「国賊」「売国奴」などの誹謗中傷が渦巻いたそうだ。
プロローグでは、1946年の国会で共産党の野坂参三議員が「戦争には侵
略戦争と自衛のための戦争があり、後者をも否定するのはおかしい」と質
問したのに対し、吉田首相が「自衛の意識が戦争を起こす」と答弁したこ
とが書かれている。著者はこれが憲法 9条の根本理念であり、正しいと断
言する（もっとも、吉田首相は数年後の施政方針演説で、これは自衛権の
放棄ではないと軌道修正したが・・・）。
9.11後のアメリカによる、イラクやアフガニスタンへの攻撃、先の大戦
では、日本がこのままでは連合国に潰されるとの危機意識から戦争を選択
した事実など、20世紀以後の主な戦争は、ほとんどが過剰な自衛意識から
起こったと指摘する。
紛争現場への取材報告は、大変感動的である。ピースボートでスエズ運
河を北上した際、左岸（エジプト側）の壁に巨大な「PEACE」の文字。
そこは中東戦争の激戦地であり、エジプトは政権をめぐり内乱状態であっ
た。次に、分断国家「キプロス」訪問。多数派のギリシャ系住民が住むキ
プロス共和国と、トルコ系住民が移り住んで作った北キプロス・トルコ共
和国で分断され、いがみ合っている。トルコ系エリアのレストランでの両
国の若者との交流会が終わって、塀
をふと見ると写真のような落書き。
周囲の塀にも、多数の落書きが見
られる。これは「銃は捨てる。音楽
を聴く」とのメッセージ。なんと、
ギリシャ系のキプロス国でも同じよ
うな落書きが見られたそうだ。いが
み合いながらも、「平和への渇望」
を強く感じたと言う。
石原慎太郎元知事や保守論壇に登
場するジャーナリストらが、護憲派を「平和ボケ」と嘲笑するが、それは
逆だ。平和で頭がボケているからこそ、気軽に「血を流す覚悟」などと口

にできるのだとの批判は、核心を突いている。

②本当の戦争の話をしよう
著者は、今は東京外国語大学の教官だが、若いころは国際NGOとして
アフリカの開発援助に携わり、その後、国連PKOの幹部として、東ティ
モール暫定政府の知事、シエラレオネの武装解除、またアフガンでの日本
政府代表として直接戦争に関わるという、日本人として稀有の体験を
持つ。
今回の著作は、東日本大震災と、その後の福島第一原発事故という未曾
有の経験をした、県立福島高校の生徒たちとの対話本である。同校女生徒
の「看護師だった母は、病院で被災して亡くなったが、妹は生きている。
生きること自体がすごいことじゃないかって・・・。他の地域の方には忘
れられたかもしれないが、やっぱり生きている私は幸せじゃないかと思
う」との発言など、著者と生徒の戦争・平和、生命をめぐる対話は、とて
も良い効果を生んでいると思う。
前著で森氏の「過剰な自衛意識が戦争を呼び込む」との主張に呼応する
ように、伊勢崎氏は、あるものに対する危機感をみんなが共有して、何か
手を打たねば、こちらがやられてしまう構造を「セキュリタイゼーショ
ン」と定義している。これが戦争のきっかけになるという説明には、なる
ほどと思う。
戦争（調停）屋として関わった体験談が本書のメインであり、エピソー
ドをいくつか紹介する。東ティモールのインドネシアからの独立を、暫定
政府の知事として援助したが、従事している豪州軍が、 1人の仲間がゲリ
ラに殺されたことに激怒し、ゲリラ軍10人を問答無用に殲滅してしまっ
た。シエラレオネで治安を守るため自警団を組織したが、それが暴走し
て、よそ者を焼き殺してしまったなど、いかにこの仕事が難しく、苦い思
い出となっているかを告白する。「和平を現地人主導で、援助は非軍事主
体で」と言っても、現地任せでは、シエラレオネやルワンダの内戦のよう
に、すさまじい虐殺の発生などの、悲劇的な結果になることもある。誰か
が「手を汚す」ことも必要な場合があると言う。
一方、国境紛争の解決策として「ソフトボーダー」という概念を提唱す
る。国境紛争は、紛争の主要因となっている。この解決策として、あえて
国境線を曖昧にして、紛争国同士の共同管理のような形にする。現在の
EUもソフトボーダーと言えるし、大国ロシアと小国ノルウェーの国境も
ソフトボーダーとして機能し、和平が保たれている。日本の尖閣、竹島、
千島など国境問題の解決策として、ソフトボーダーを提唱している。むろ
ん、現状では大変困難であるが。
その他、憲法 9条についても独自の見解を示している。アメリカは 9条
を無くしたがっているかというと、本音では「Yes�and�Noである」と。
平和外交で一定の成果を得ているノルウェーの学者からは、「日本が戦争
をしない憲法を持っていることは、近隣アジア諸国に限りない安心感を与
えている。これを失うことは、どれだけの損失が発生するか、再構築には
どれだけのコストがかかるかを考えるべき」との意見に、なるほどと
思う。

二冊を読んで、改めて戦争を無くすことは本当に難しいという現実を知
る。森氏の過剰防衛意識論が妥当と思うが、インターネット上では、めち
ゃくちゃ批判されている。
領土紛争などの係争がちょっと起こると、ナショナリズムが吹き上が
る。平和裏に解決しようとすれば、伊勢崎氏の言うようなソフトボーダー
を、お互い認め合うことしかないが、まだまだその機は熟せずと言う現状
か。とにかく、今の安倍政権は、戦争ができる国、自衛隊を海外に派兵し
て、国際紛争の中で存在感を示したい意志が露骨だが、両氏とも、特に超
現実派の伊勢崎氏もこれには賛成できないという。彼がアフガンに派遣さ
れた折、現地人から、戦闘行為に加わらない日本人であることで、とても
好意を持たれたと言う。
最後に、「核抑止論」について一言。大戦後、独立したインド、パキス
タンの両国は、血みどろの戦争を体験してきた。共に核保有国であり、
NPT非加盟国である。伊勢崎氏がパキスタンの市民や学者に聞くと、「核
兵器がなかったら、今ごろインドに武力併合され、この国は無くなってい
ただろう」と、圧倒的多数が答えるそうだ。非核の世界をつくるという理
想の、実現困難性を痛感する。同国の核兵器は、軍部により米国CIAす
ら分からない厳重さで、保管・管理されているそうだが、この国は今、ど
んどん「タリバン化」し、軍部がテロリストに核兵器を譲渡する可能性が
あるという。とても怖い話である。

「銃は捨てる。音楽を聴く」と
いう意味の塀の落書き

戦争について考えてみよう○テーマ─

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
47その読書教室読書教室

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
47その読書教室読書教室

戦争について考えてみよう○テーマ─

○テーマ─ 現代の犯罪と捜査権力の闇
～少女誘拐殺人事件と鳥取連続不審死事件～○テーマ─

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
43その読書教室読書教室
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会員リレーエッセー　　　　　　　　◆◆187◆◆原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

子
ど
も
の
こ
ろ
、
戦
艦
大
和
や
戦
艦
武
蔵
の
プ
ラ
モ
デ
ル

を
買
っ
て
は
、
完
成
で
き
ず
に
挫
折
し
た
の
を
今
で
も
覚
え

て
い
る
。
プ
ラ
モ
デ
ル
は
当
時
、
自
分
に
は
と
て
も
高
価
で

あ
っ
た
の
で
、
大
き
な
も
の
は
買
え
な
か
っ
た
が
、
小
さ
な

も
の
で
も
、
高
角
砲
や
艦
橋
の
作
り
が
細
か
く
、
子
ど
も
心

に
な
ぜ
こ
ん
な
複
雑
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
不
思
議
に

思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
思
い
だ
し
た
の
も
、
先
日
三
月
二
日
に
、

シ
ブ
ヤ
ン
海
探
査
で
海
底
約
千
メ
ー
ト
ル
に
沈
没
し
た
戦
艦

武
蔵
の
残
骸
が
発
見
さ
れ
た
と
の
、
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た

か
ら
だ
。
発
見
し
た
の
は
ポ
ー
ル
・
ア
レ
ン
氏
。
米
国
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
共
同
創
業
者
で
、
世
界
を
代
表
す
る
財
閥

だ
そ
う
だ
。

戦
艦
武
蔵
、
戦
艦
大
和
型
の
二
号
艦
は
、
三
菱
重
工
業
長

崎
造
船
所
で
建
造
、
旧
日
本
海
軍
が
建
造
し
た
最
後
の
戦
艦

で
あ
る
とW

ikipedia

に
載
っ
て
い
た
。
全
長
二
百
六
十
三

メ
ー
ト
ル
、
排
水
量
は
六
万
五
千
ト
ン
、
建
造
費
は
当

時
の
金
額
で
一
億
四
千
五
百
万
円
余
り
。
国
家
予
算
が

百
六
十
五
億
円
で
あ
っ
た
時
代
ら
し
い
の
で
、
現
在
の
貨
幣

価
値
に
し
て
、
単
純
計
算
で
も
八
千
八
百
億
円
規
模
の
巨
費

を
投
じ
て
造
ら
れ
た
（
ち
な
み
に
北
陸
新
幹
線
の
長
野�

─�

金

沢
間（
二
百
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）は
一
兆
七
千
八
百
億
円
）。

就
役
か
ら
約
二
年
二
カ
月
で
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
に
出
撃
し

た
時
の
乗
員
は
二
千
三
百
九
十
九
人
、
猪
口
敏
平
艦
長
以
下

千
人
以
上
の
将
兵
と
と
も
に
、
沈
没
し
た
そ
う
で
あ
る
。
船

よ
り
退
艦
し
、
生
き
延
び
た
一
千
三
百
二
十
九
人
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
上
陸
、
内
四
百
二
十
人
は
輸
送
船
で
本
国
に
向
か
う

途
中
、
魚
雷
攻
撃
を
受
け
、
再
び
沈
没
。
三
百
人
ほ
ど
が
犠

牲
に
な
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
残
留
し
た
兵
も
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
地
上
戦
で
死
闘
の
末
、
玉
砕
。
生
存
者
は
四
百
三
十
人

ほ
ど
だ
っ
た
、
と
書
か
れ
て
い
た
。

私
は
戦
後
生
ま
れ
で
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で
あ
る
。

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
現
状
に
多
少
の
不
満
は

あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
幸
せ
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
大
戦

中
、
志
半
ば
で
斃た
お

れ
ら
れ
た
多
く
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
い
つ
も
肝
に
銘
じ
て
い
る
。
幸
い
、

日
本
は
巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
ク

リ
ミ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
民
族
主
義
や
宗
教

対
立
、
大
国
同
士
の
エ
ゴ
や
面
子
で
、
紛
争
が
絶
え
な
い
こ

と
に
心
が
痛
む
。
戦
争
の
悲
惨
さ
は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の

が
あ
る
。

戦
後
七
十
年
、
戦
艦
武
蔵
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
百
年
兵
を
養

う
は
、
た
だ
た
だ
平
和
を
護
ら
ん
が
た
め
で
あ
る
と
い
う
言

戦
艦
武
蔵牧

本
　
和
生
（
小
松
市
・
外
科
）

こ
の
連
載
も
い
よ
い
よ
最
終

回
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
私
が

通
っ
て
い
る
バ
ー
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
と
言
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
の
承
諾

を
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
お
店
の
名
前
は
伏
せ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
番
組
の
イ
ニ
シ
ャ
ル

ト
ー
ク
み
た
い
に
な
り
ま
す
が
、

何
と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
金

沢
の
バ
ー
の
雰
囲
気
の
よ
う
な

も
の
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

博
学
な 

マ
ス
タ
ー
の
い
る
バ
ー

ま
ず
は
、
私
が
三
十
年
近
く

通
っ
て
い
る
片
町
の
バ
ー「
Ｆ
」

で
す
。
こ
こ
の
マ
ス
タ
ー
の
特

徴
は
、
お
酒
に
関
し
て
「
と
て

つ
も
な
い
物
知
り
」
と
い
う
一

言
に
尽
き
ま
す
。
各
種
の
お
酒

の
原
料
や
製
造
法
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
の
お
酒
が
作
ら
れ

始
め
た
こ
ろ
の
時
代
背
景
に
至

る
ま
で
、
本
当
に
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。
若
い
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

が
こ
の
人
に
何
か
質
問
を
し

て
、
も
し
「
う
〜
ん
、
知
ら
な

い
」
と
い
う
答
え
が
あ
っ
た
な

ら
、「
そ
の
こ
と
は
別
に
知
ら

な
く
て
も
い
い
こ
と
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
く
ら
い
な
の
だ
そ

う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
お
店
は

つ
き
だ
し
も
か
な
り
凝
っ
て
い

ま
す
。
前
回
紹
介
し
た
「
ふ
ろ

ふ
き
大
根
を
出
し
た
り
す
る
お

店
」
が
こ
こ
で
す
。

マ
ニ
ア
向
け
の
お
店

次
は
、
木
倉
町
の
と
あ
る
ビ

ル
の
二
階
に
あ
る
「
Ｍ
」
で
す
。

こ
こ
は
、
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
ス
コ
ッ
チ
バ
ー
で
す
。
シ
ン

グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
の
品

揃
え
は
、
お
そ
ら
く
金
沢
で
一

番
で
す
。
こ
の
店
に
し
か
な
い

と
い
う
ウ
イ
ス
キ
ー
が
、
た
く

さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。

あ
る
日
、
こ
の
バ
ー
に
行
こ

う
と
し
た
ら
、
定
休
日
で
も
な

い
の
に
お
店
が
閉
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
買
い

付
け
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ま
で

行
っ
て
い
た
の
だ
と
か
・
・
・
。

そ
の
他
、
こ
の
店
は
ギ
ネ
ス

ビ
ー
ル
を
樽
で
仕
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
私
の
知
る
限
り
で

は
、
金
沢
で
こ
の
店
だ
け
で

す
。
ビ
ー
ル
フ
ァ
ン
に
も
嬉
し

い
お
店
で
す
。
や
や
マ
ニ
ア
向

け
の
、
こ
だ
わ
り
の
お
店
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
飲
ん
で
み
て
ほ
し
い 

カ
ク
テ
ル
を
出
す
お
店

そ
し
て
、
犀
川
沿
い
の
ビ
ル

の
一
階
の
「
Ｃ
」。
こ
こ
は
、

現
在
の
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

協
会
石
川
支
部
長
の
お
店
で

す
。
や
や
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
、
カ
ッ
プ
ル
の
お
客
さ
ま
も

多
い
よ
う
で
す
。
こ
ち
ら
の
マ

ス
タ
ー
は
カ
ク
テ
ル
の
名
手

で
、
ボ
ス
ト
ン
シ
ェ
ー
カ
ー
と

い
う
独
特
の
シ
ェ
ー
カ
ー
を
用

い
る
、
難
易
度
の
高
い
カ
ク
テ

ル
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
ド

ラ
イ
ジ
ン
と
各
種
の
フ
ル
ー
ツ

の
果
肉
を
、
こ
の
ボ
ス
ト
ン

シ
ェ
ー
カ
ー
で
シ
ェ
ー
ク
す
る

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
フ
ル
ー
ツ
・

マ
テ
ィ
ー
ニ
」
は
、
十
分
に
一

見
の
価
値
あ
り
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
味
も
折
り
紙
付
き
で
す
。

た
だ
し
、
ジ
ン
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
て
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
は

か
な
り
強
い
の
で
、
飲
み
過
ぎ

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

万
人
受
け
す
る 

老
舗
の
バ
ー
も

最
後
は
、
こ
ち
ら
も
老
舗

の
「
Ｂ
」
で
す
。
こ
こ
は
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
で
、
い
か
に
も

「
バ
ー
ら
し
い
バ
ー
」
と
い
う

感
じ
の
お
店
で
す
。
マ
ス
タ
ー

は
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
の

中
日
本
統
括
部
長
と
い
う
重
鎮

で
、
若
手
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
育

成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。
こ

の
店
で
修
業
を
し
て
、
独
立
し

た
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
も
何
人
か
い

ま
す
し
、
今
も
若
い
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
が
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
老
若
男
女
い
ず
れ
も
楽

し
め
る
、
万
人
受
け
す
る
バ
ー

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
こ

の
お
店
は
定
休
日
が
月
曜
日

で
、
日
曜
日
も
営
業
し
て
い
る

の
で
、
休
日
に
ぶ
ら
り
と
寄
っ

て
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

金
沢
に
は
こ
の
他
に
も
、
個

性
的
な
バ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
初
は
敷
居
が
高
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
お
酒
の
こ
と
に
詳
し
く
な

く
て
も
、
気
後
れ
す
る
必
要
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
分
か
ら
な

い
こ
と
は
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が

教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
連
載

を
お
読
み
い
た
だ
い
て
、
同
好

の
士
が
一
人
で
も
増
え
る
の
な

ら
、
私
に
と
っ
て
も
望
外
の
喜

び
で
す
。
ま
ず
は
一
度
、
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え2面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独8 9 4
6 1 2 3
5 8 1 7
□ 2 3
1 5 3

1 8 □
4 6 7 5

3 5 4 8
8 7 4

囲 碁

（解答は 2面にあります） （解答は 2面にあります）

持
駒

　銀
桂
桂

黒先　７分で二、三段以上
〈ヒント〉 中からの攻めで白の
 眼形を奪います。

〈ヒント〉 ３手目にうまい角捨てあり。
 （10分で三段）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

中級編 中級編

玉角
銀

金

歩

香桂

歩銀

葉
を
思
い
出
さ
せ
る
。
こ
れ
か
ら
も
平
和
な
日
本
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
、
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。

三宅ドクターの

金 沢
バー物語 6

三宅　靖（金沢市・内科）
最終回

私
の
行
き
つ
け
の
バ
ー
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